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フィリピン人3,699人／外国人23,145人に対して
（ブラジルに次ぐ多さ）

「生活者としての（身分による在留資格者）」は

90％近くを占める
（永住者49.7％、定住者25.0％、日本人の配偶者等9.5％、

永住者の配偶者等3.9％）

★つまり、家族の絆としての定着が見られる

★永住者については2013年以降、毎年100人～200人くらいの割合で増加している。

・永住者が、新たに家族、親族を呼び寄せることも進んでいる。

・今後も日本人の配偶者等、永住者の配偶者等、定住者からの

資格変更が進むものと予想される。

浜松市のフィリピン人の状況
平成30. 4．1現在



フィリピノナガイサについて

1994年、浜松に住む日本人男性を配偶者にもつフィリピン人の主婦が、

日本語や日本の文化を学ぶために結成した。（平成24年にNPO法人へ）

＜近年の県西部の在住フィリピン人の状況＞

●日本人男性と再婚したお母さんに呼び寄せられた学齢期と、

学齢期超の子どもが増えている。

●日系人家族が集住している地区がある。
（1世を筆頭に4世まで、約200名が近隣に暮らしているという一族もある）
●若い世代の結婚、出産により、新たな世代が誕生している。
（日本で育った若い世代が、フィリピン以外の国籍者と結婚するケースも）
●設立当時に来日した女性たちの中高年、高齢化が進む。

各々の属性の人の背景をよく考え、踏まえた支援、関わりをしていく。

日本語教室＋『生活相談』『情報提供』



●緊急に関すること

119番…火事、救急

110番…盗難、交通事故、ケンカ、暴力

※地震、津波…東北大震災以降

●病院、薬局

文化庁委託「バヤニハン日本語教室」

テーマの一例

身を守ること

暮らしを守ること、保障

●社会保障に関すること

国税と地方税のちがい

社会保険加入、国民健康保険加入

※在留資格に通じること

●労働について



だれに聞けばいいの？
正しい情報を知らない

● 「社保と国保、どっちに加入するのが得？」（×）

→会社が社会保険に入れてくれない…

●「ケガをしたのに労災を使わせてくれない」

「退職したけど、有休がもらえない」

●税金がたくさん引かれているので、会社に騙されているので

はないか？！（会社に不信感を抱いていることによる誤解）

●「さかのぼり」って何？



う わ さ…たとえばSocial Insuranceの場合

●ある人から、医療費の負担は会社
と個人で分け合っていると聞きました
が本当ですか。

●独身の人は保険料が高くて、家族
を養っている人のほうが安いですか。

●給与明細で、同僚のあの人は保険
料が安いのに、私が高いのはどうして
ですか？

協力：社会保険労務士

噂を信じて解決しようとしたり、
「日本の制度は難しいから」

と

知るのを諦めたりすると・・・



国税（所得税）と地方税（市民税、県民税）

どうして何種類も税金が引かれているの？

協力：税理士 （左） ／ 浜松市市民税課（右）

【国税】給与明細の見方
年末調整・確定申告

在留資格の更新時に影響が出る

→行政書士との連携へ

つまり
「手元に残る金額」と、

「母国にいる子供のために送金
する際に受けられる扶養控除」

について、知りたい。

【地方税】督促状の「未納」の
漢字が読めない、金額が膨れると…



相互扶助

協力：社会保険労務士

「日本は保険に加入することが義務付
けられています」

「保険加入は、さまざまなリスクに備え
るため、必要です・・・」

病気、仕事中のケガ、出産など

①雇用契約書をもらって、②保管しておいてください
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

教室 公開講座「外国人を取り巻く環境を知る」

協力：弁護士



地域の日本語教室が果たせる役目は、
意外と重要なことに繋がっている

●これまで市・県民税「未納」だった学習者が、
納付するに至ったこと

●これまで会社に聞けなかったことについて、
質問のアプローチが分かったこと

●不正な会社の存在が浮き彫りになったこと

●納税や保険加入については在留資格更新
期限間近になり、慌てて動いても間に合わないこと

（本人への啓発／支援者も情報把握しておけばフォローできる）



「士業」に就く方たちに協力を得る
★弁護士、☆税理士、★行政書士、☆社労士

●専門的内容に精通している。⇔通訳・翻訳（バイリンガル人材）

●権利を守ってくれる業種、立場にある。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●地元に事務所を置いており、近隣住民、機関、企業などから

信頼を得ている→連携の輪の広がりに協力してくれる。

「新しい課題の発見」や「教室そのものが実態調査の場」

になり、改善を積み重ねて続けているところ。

★学習者の質疑によって★

★得手、不得手を活かした連携は大切★



激動の外国人受け入れ社会に対応するため、
「潜在的なニーズ」までカバーすること

FILIPINO NAGKAISA

「NAGKAISA」とは、

「ひとつになる」という意味です。

新しいニーズ

「生活者として
のフィリピン人」

↕
「日本社会」

孤立化
を防ぐ

↕
安心・安全

若者の
キャリア
教育
↕

社会教育高齢化

への備え
（定住フィリピン
人も日本人も）

就労支援
↕

人材不足


